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成2 6 年

C E N T E R Y E

2 月6 日( 木) ～ 8 日( 土) 午前
にっ ぼん丸船上および石巻市

バ ー

レ
ー

ン 王国 ､ ブラジル連邦共和国､

フィジ ー 共和国 ､ インド､ メキシコ 合衆国､

スウェ ー デン王国 ､ タンザ ニ ア連合共和 国､

トル コ共和国 ､ そして 日本｡
これら各国の青年が船に乗 っ てや っ てきます !

ぜひ彼らと交流して ､

地元の 魅力を紹介してみませんか ! ?

募集締め切り:

平成2 6 年日月訂名目絢
午前銅撫

詳しくは裏面をご確認ください ｡

◆主催◆ 内閣府
◆提出先及びお問い合わせ先◆

一

般財団法人 青少年国際交流推進センタ ー

(担当= 大橋玲子 ､ 斉藤健 一

朗)
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｢グロ ー

′くルリ ー ダ ー 育成｣ 事業
寄港地活動の ロ ー カル ユ ー ス募集

宮城県石巻市におい て ､ ｢ グロ ー バ ルリ
ー ダ ー

育成｣ 事業参加青年と宿泊型の 交流を実施します
｡ 参加青年とロ ー カル ユ ー ス が ､ 被災地である石

巻市の人々との交流を通して ､ 被災と復興の現状

を学び正しい理解をすること ､ そして青年同士 の

意見交換を通して ､ 今後の復興支援のあり方を考
えることによっ て ､ 青年が社会に貢献していくこと
の重要性を具体的に認識し自らの社会活動に繋
げて いくことをねらいます ｡

また､ 世界8 カ国と日本の青年が ､ 被災地の 人

々との交流を通じて認識したり学んだことを､ 復興
に必要なことは何かという自らの考えと共に発信
できることを期待します｡ そして ､ 今回の訪問が ､

交流した被災地の 人 々を少しでも力づけることに

繋がることを願うものでもあります｡
J
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仙台駅西 口 より石巻港まで書用貸切バス出発

1 4 :3 0
-

1 5 :4 5 石 巻港到着 ､
に つ ぼん 丸 乗船 ｡ オリ エ ンテ ー

ション ｡

( 外国十年は課題別視察で1 5 時45 分帰船)

1 6 =4 5
'

1 8 :0 0 ｢ グロ ー バ ルリ
ー ダ ー 育成｣ 事業参加 十年との グル ー

プ組み合わせ及びアイス ブレ ー キン グ

1 9 :0 0
･

2 0 :3 0 レセプション ( 外国1 年民族衣装着用 各国の紹介)

9 : 0 0~ 1 4 : 3 0 石巻市内等禎雇( 参加書年と共に9 のグル ー プ毎)

14 : 3 0
■

1 5 = 4 5 石巻市内散策( 復興商店街等予定)

16 : 1 5 に っ ぼん丸帰船

17 : 4 6
` 2 1 :0 0 交流の 夕べ( 市内等協力関係者招待)

‡主語去;詔書芸芸
フオ ~ マ ンス披嘉(各国5 分)

9 :0 0
-

1 0 = 0 0 船内にて振り返りの 時間

1 0 :3 0 下船 ､ 出港( 11 : 0 0) 見送り

1 1 :3 0 石巻港出発(専用貸切/ くス で仙台駅 へ )

期間 : 平成2 6 年2 月6 日( 木) - 8 日( 土)

会場 : 商船三 井客船にっ ぼん丸船上 および石巻市

< 応募条件>

･ 全 日程に参加可能であること
･ 宮城 県を中心 に東北地方在住の 方
･ 1 8 歳から3 0 歳であること(高校生不可)
･ 日 櫛 する者､ M ま永住､ 特矧 敗 定住の在留資

格を有する者
･

海外の 青年との 交流に関心があること
･ 日常会話以上の 英語力を有すること
･

募集定員を超えた場合は選考になります

こ参 拙 句乳l方

※内閣府青年国際交流事業:

嘔際 醐 ､

r日本･中国 側
r日本･韓国青年宗芸文流用礫 ､

｢ 棚
｢世界轟年の船J事業､ ｢t 年杜 劫 ア ㈱

< 募集人員> 約4 0 名( 1 8 歳 ～ 3 0 歳)

< 参加兼> 無料
･ 期間中の宿泊費･ 食費は主催者負担
･ 仙台駅 までの 往復交通費Iま自己負担
･ ボランティア 保険に加入します(保険料は主催者負担)

< 応募方法>

下記提出書類2 点を､ E -

m ail で提出してくだ乱､ ｡(郵送も可)

提出書類 平成2 6 年1 月1 4 日( 火) 午前1 0 時必着

1 . 申込書､ 顔写真添付( H P からダウン ロ ー ドください)

2 . 和作文: 志望動機(6 0 0 - 8 0 0 字)

(様式自由 ｡ お名前を必ず明記してください)

※選考の結果吼 1月p 日(金)までにJ メ ー

ノいこて通知します｡

2 点すべての書類粥前 槻 l場合は選考対象外となります｡

｢ グロ ー

/くルリ ー ダ ー 育成｣ 事業とは?

内閣府が実施する青年国際交流事業の 一

環として日本と世界各国の青年とが世界的視
野に立ち ､ 多種の多国間交流活動を行う手業
です｡

事業中は ､ 船内で の共同生活 ､
コ ー ス ･ ディ

スカッション ､ ナ ショナ ル ･ プレゼンテ ー

ション

( 各国文化紹介) 等の船内活動や寄港地活動
を通して ､ 青年相互 の理解と友好を促進し ､
国際協調の精神と実践力を向上させ ､ さらに
は ､ 国際社会の各分野で指導制を発揮できる

青年の育成を目指して実施されています ｡

多様な外国参加青年との船内での濃密な
交流という醍醐味 ､ 日本参加青年がより充実
した外国訪問を行うことを目的の 一

つとしてプ
ログラムされて います｡

参加国
/ ト レ ー ン 王 国 ､ ブラジル連邦共和 臥 フィ
ジ ー 共和国 ､ インド､ メキシコ合衆国 ､ スウェ ー

デン 王国 ､ タンザ ニ ア連合共和国 ､ トルコ 共和

国 ､ 及び日本


